
■
記
録
的
な
早
さ
の
梅
雨
入
り

　
例
年
以
上
に
早
い
梅
雨
入
り
と

な
っ
た
今
年
、
皆
さ
ん
の
災
害
へ

の
備
え
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

雨
の
季
節
を
迎
え
て
、
大
雨
や
洪

水
、
土
砂
災
害
な
ど
の
危
険
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
６
月
の
豪
雨
災
害
で

は
、
１
時
間
当
た
り
の
総
雨
量
が

１
５
０
㍉
と
い
う
記
録
的
な
も
の

で
し
た
。
町
内
で
も
家
屋
の
倒
壊

や
浸
水
、
土
砂
災
害
な
ど
多
く
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
形
で
発
生
す
る
か
予
測
が

つ
か
な
い
も
の
で
す
。
日
ご
ろ
か

ら
家
庭
や
地
域
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
し
っ
か
り
と
準
備
を

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
生
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
町
が
発
令
す
る
避
難
情
報

　
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
り
災
害

発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
保
護

し
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

町
で
は
避
難
に
関
す
る
情
報
を
発

令
し
ま
す
。

　
町
が
主
に
発
令
す
る
避
難
情
報

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
と
い
っ

た
避
難
に
時
間
の
か
か
る
人
に
早

め
の
避
難
を
促
す
「
高
齢
者
等
避

難
」（
警
戒
レ
ベ
ル
３
）
と
通
常

の
避
難
行
動
が
で
き
る
人
に
避
難

を
促
す
「
避
難
指
示
」
（
警
戒
レ

ベ
ル
４
）
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

避
難
に
関
す
る
情
報
が
発
令
さ
れ

た
ら
避
難
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
情
報
の
発
令
は
、
気
象
状

況
や
河
川
の
水
位
な
ど
に
よ
り
判

断
さ
れ
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
防
災
無
線
に
よ
る
一
斉
通
報
、

携
帯
電
話
な
ど
の
「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」、
メ
ー
ル
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム

「
こ
う
さ
情
報
た
し
か
め
ー
る
」

な
ど
で
伝
達
し
ま
す
。
避
難
を
す

る
場
合
に
は
、
慌
て
ず
に
回
り
の

状
況
を
見
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
運
営

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
町
民
全
員
へ
の
接
種
完

自
然
災
害
と
共
生
す
る
覚
悟
は
あ
り
ま
す
か

命
を
守
る

防
災
特
集

平成28年６月豪雨で寸断された道路（谷内区）

　本町には、一級河川の緑川や緑豊かな山々が存在します。そこで育まれる水の恵みは田畑や人々
の生活を潤し、憩いの場を提供するなど私たちの暮らしに大きく関わっています。一方で、平成19
年７月の洪水や平成28年６月の土砂災害といった爪痕も残してきました。昨年７月の豪雨では田口
橋上流の堤防で決壊の危険が迫るなど、私たちの生活を脅かす存在でもあります。
　川と共にある暮らしは、自然災害を受け入れる覚悟が必要です。いざという時に命を守るための
備えについて、地域や家庭で改めて考えてみましょう。

熊本県警を定年退職後、平

成29年４月より現職。令和

元年８月に「防災士」、令

和３年３月に「地域防災マ

ネージャー」の資格取得し、

防災スペシャリストとして

本町の危機管理業務を統括。

町くらし安全推進室

佐々木 善平 室長
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❖防災特集　命を守る

■各警戒レベルに基づく町民や町の行動

　町内在住の防災士が、避難経

路の確認や防災訓練の計画づく

りといった自主防災組織の活動

のお手伝いを行っています。

　「防災士」は一定の防災知識や

技能を認証する民間資格で、現

在11人 が 町 と 連

携しながら地域の

防災リーダーとし

て活躍中です。

　地域の防災力向

上に取り組んでみ

ませんか。

自主防災組織の
備えは万全ですか。

防災士

溜渕 清裕 さん

●お問い合わせ先　

町くらし安全推進室　 TEL096‐234‐1167

災害情報などの目安 町民の行動 町（役場）の動き

警戒レベル

５
・大雨特別警報

・災害が発生

・氾濫発生情報

　命を守る

　最善の行動
・町民の命を守る

　最善の行動

警戒レベル

４
・土砂災害警戒情報

・災害が緊迫

・氾濫危険水位超える

　全員避難 ・「避難指示」の発令

警戒レベル

３
・大雨警報

・洪水警報

・避難判断水位超える

　高齢者などは

　　　　　　避難
・「高齢者等避難」の発令

警戒レベル

２
・大雨注意報

・洪水注意報

・氾濫注意水位超える

　自らの避難行動

　を確認する

・気象情報を収集

・避難所の開設準備

警戒レベル

１
・今後気象状況が
　悪化するおそれ

　災害への心構えを

　高める
・気象情報を収集

　　内閣府が示した「避難情報に関するガイドライン」について詳しくは
　　内閣府「防災情報のページ」をご確認ください。　内閣府　避難指示 検索

※「避難勧告」は「避難指示」に一本化

了
ま
で
は
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
感
染
者
が
訪
れ

る
前
提
で
の
避
難
所
運
営
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
避
難
所
で
の
密
集
を
避
け
る
た

め
に
も
、
親
族
や
知
人
の
家
、
地
域
の

公
民
館
、
宿
泊
施
設
な
ど
へ
の
分
散
避

難
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

■
命
を
守
る
た
め
の
努
力
を

　
内
閣
府
が
示
す
「
避
難
情
報
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
住
民
な
ど

が
持
つ
べ
き
避
難
に
対
す
る
基
本
姿
勢

と
し
て
、
行
政
に
依
存
し
過
ぎ
る
こ
と

な
く
、
「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」

意
識
を
持
ち
、
自
主
的
な
避
難
行
動
を

と
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
軽
減
す
る
の
は
想
像
力
で
す
。

大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
と
き
は
自
然

の
脅
威
が
私
た
ち
の
想
像
を
上
回
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
で
す
。
「
大
丈
夫
」
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
今
の
大
規
模
災
害
時
に
は
、
自
治

体
の
庁
舎
や
職
員
が
被
災
し
、
行
政
機

能
が
低
下
す
る
事
態
も
起
き
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
他
自
治
体
か
ら
の
人
的
支

援
も
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
町
に
よ
る
避

難
所
運
営
が
難
し
い
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
頼
り
に
な
る
の

が
自
主
防
災
組
織
の
存
在
で
す
。

■
地
域
で
災
害
に
備
え
る

　
平
成
28
年
６
月
豪
雨
か
ら
５
年
を
前

に
、
町
内
の
全
地
域
で
自
主
防
災
組
織

が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
大
災

害
で
も
住
民
主
体
の
取
り
組
み
で
難
を

逃
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

自
主
的
な
行
動
が
、
町
全
体
の
防
災
力

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
然
の
脅
威
が
想
像
を
超
え
て
か
ら

で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
命

を
守
る
の
は
自
分
自
身
だ
と
い
う
強
い

覚
悟
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
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■
日
ご
ろ
の
備
え
が
冷
静
な
判
断
に
つ
な
が
る

　
町
で
は
、
令
和
２
年
９
月
に
緑
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
想
定

区
域
を
予
測
し
、
地
図
上
に
可
視
化
し
た
「
甲
佐
町
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
策
定
し
ま
し
た
。「
避
難
の
心
得
」
や
避
難
に
時

間
を
要
す
る
「
要
配
慮
者
へ
の
対
応
」
な
ど
と
共
に
ま
と
め
た

『
甲
佐
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
』
を
各
戸
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
見
る
こ
と
で
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
に
ど
ん
な
災
害
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
を
理
解
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
の
家
や
家
族
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

ど
ん
な
避
難
が
ベ
ス
ト
な
の
か
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
住
宅
の

耐
震
性
や
食
料
の
備
蓄
な
ど
、
自
宅
の
安
全
が
確
認
で
き
る
場

合
は
「
在
宅
避
難
」
も
選
択
肢
の
１
つ
で
す
。

　
大
切
な
の
は
、「
事
前
の
準
備
」
と
「
早
め
の
避
難
」。
災
害

の
危
険
が
迫
る
と
と
も
に
避
難
の
選
択
肢
が
狭
ま
り
ま
す
。
た

め
ら
わ
ず
に
冷
静
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
、
今
の
う
ち
に
避
難

を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
避
難
所
ま
で
の
経
路
に
つ
い
て
家
族

や
友
人
と
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

緑川流域に12時間総雨量595㍉の大

雨が降った場合の浸水域を予測した

もの。町指定避難所なども記載され

ています。

▲甲佐町総合防災マップ

「甲佐町総合防災マップ」はこちらからご覧いただけます▲

　災害から自分の身を守るためには、普段から地域に潜む危険を理解し、刻々と変化す
る情報と冷静な判断で安全に避難することが大切です。防災マップは皆さんの身近な場
所の災害リスクを知り、いざという時の行動の手助けとなるものです。いつか必ず起こ
る災害に備えて、今できることをあなたの大切な人と一緒に考えてみてください。

他自治体の広報紙から学ぶ。　　　　読んでおきたい災害特集 広報ゆのまえ2020年 ８月号　

　熊本県南豪雨リポート 明日へつなぐために。

　令和２年7月の豪雨災害は、球磨川流域を中心に多くの自

治体に甚大な被害をもたらしました。発災から１月足らずと

いう短い期間で作り上げられた記事は、被災状況の記録と共

に、改めて早めの避難を呼び掛けています。コ

ロナ禍でボランティアが不足する中、人と人の

つながりに光を当てて、湯前町の被災者に勇気

を与える記事となっています。
「広報ゆのまえ」はこちらからご覧ください▲

防災マップを広げてみよう
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❖防災特集・命を守る

■災害に備えるチェックリスト

すぐに持ち出すもの（「非常持出品の一例」） 感染症への備え

　「非常持出品」は、避難するときにまず持ち出すべきものたちです。リュックに入れて、寝室や玄関など

の持ち出しやすい場所に置いておきましょう。大きさや重さを運ぶ人に合わせることも重要です。

　災害時には公的な支援物資がすぐには届かないかもしれません。避難後の生活を支える食料や水を最低

ても３日分備えましょう。家庭によって必要なものは変わります。あなたに必要な備えを確認しましょう。

□ 携帯ラジオ □ 懐中電灯 □ 歩きやすい運動靴 □ 予備電池 / 携帯充電器

□ 飲料水 □ 非常食 □ ヘルメット・軍手 □ 救急セット

□ 貴重品

通帳、印鑑、現金、診察券、
マイナンバーカードなど

□ ウエットティッシュ / タオル

乾パン、缶詰め、レトルト
食品、チョコレートなど

ばんそうこう、包帯、消毒
液、常備薬など

□ 毛布 / 寝袋 □ 持病の薬・お薬手帳

□ 衣類・下着 □ 歯ブラシなど □ 防災マップ □ スリッパ

□ マスク

□ 手指消毒液

□ せっけん

□ 体温計

他自治体の広報紙から学ぶ。　　　　読んでおきたい災害特集　広報せいよ2019年 ７月号

　特集　夏が、来る。

　平成30年７月豪雨で大きな被害を受けた愛媛県西予市。

あっという間に川の水位が増え、濁流が襲って来たあの日の

出来事を風化させないために─。そんな思いから作られた特

集記事です。被災しながらも立ち上がった住民

や復旧作業に尽力した消防団員など、悲しみな

がらも励まし合い、がむしゃらに歩み続けた市

民の姿を伝えています。
「広報せいよ」はこちらからご覧ください▲
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